
1998年出上の本簡
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在
地

２
　
調
査
期
間
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福
井
・様
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②

発
掘
機
関

調
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担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

一　
福
井
市
宝
永

一
丁
目

一
一　
福
井
市
宝
永
三
丁
目

一
　

一
九
九
八
年
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１０
）
六
月
１

一
九
九
九
年
三
月

一
一　
一
九
九
七
年
二
月
―

一
九
九
八
年
三
月

福
井
市
教
育
委
員
会

一　

田
邊
朋
宏

。
海
道
順
子

・
青
木
元
邦

・
免
美
智
子

一
一　
長
谷
川
健

一
・
天
谷
賢

一
・
白
嶋
祐
司

・
田
中
伸
卓

近
世
城
郭
跡

縄
文
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

福
井
城
跡
は
、
現
福
井
市
街

中
央
に
位
置
す
る
近
世
城
郭
跡

で
あ
る
。
慶
長
六
年

（
三
ハ
○

一
）
初
代
藩
主
結
城
秀
康
に
よ

る
築
城
以
来
、
幕
末
ま
で
利
用

さ
れ
た
。
近
代
以
降
は
徐
々
に

取
り
壊
さ
れ
、
今
に
残
る
の
は

本
丸
石
垣
と
堀
の
み
で
あ
る
。
本
九
を
中
心
に
、
四
重
の
堀
を
廻
ら
せ
る
輪
郭

式
平
城
で
あ
る
。

発
掘
調
査
地
は
ニ
カ
所
と
も
に
、
北
の
外
曲
輪
に
あ
た
る
。
調
査
地

一
は
、

Ｊ
Ｒ
福
井
駅
周
辺
再
開
発
事
業
に
伴
う
調
査
で
、　
一
九
九
六
年
か
ら
九
九
年
三

月
ま
で
約
三
〇
〇
〇
ポ
を
発
掘
し
た
。
調
査
地
は
福
井
城
跡
の
北
東
部
の
外
堀

を
跨
ぐ
範
囲
で
あ
る
。
木
簡
は
、
上
級
武
士
の
下
屋
敷
地
内
に
掘
ら
れ
た
ゴ
ミ

穴

・
溝
か
ら
六
点
出
土
し
て
い
る
。
①
は
ゴ
ミ
穴

（土
坑

〓
こ

か
ら
出
上
し

て
お
り
、
共
伴
す
る
陶
磁
器
か
ら

一
九
世
紀
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
②
ｌ
０

は
、
い
ず
れ
も
溝
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
り
、
②
は

一
人
世
紀
、
①
ｌ
Ｏ
は

一
七
世
紀
中
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

調
査
地
二
は
、
公
共
施
設
建
設
に
伴
う
調
査
で
、　
一
九
九
七
年
以
来
約
五
〇

〇
〇
話
を
対
象
に
、
現
在
も
継
続
中
で
あ
る
。
場
所
は
福
井
城
跡
の
北
端
中
央
、

「舎
人
間
」
周
辺
に
あ
た
る
。
今
回
報
告
す
る
木
簡
六
点
は
総
て

一
九
九
七
年

度
調
査
の
も
の
で
、
外
堀
土
居
際

（城
内
側
）
で
検
出
し
た
、
三
カ
所
の
ゴ
ミ

穴
か
ら
出
上
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も

一
人
世
紀
の
も
の
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
調
査
地

一

ゴ
ミ
穴

（土
坑

一
三
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②
は
下
部
が
欠
損
し
て
お
り
、
墨
書
は
人
名
と
思
わ
れ
る
。
①
は
下
部
お
よ

び
左
側
が
欠
損
し
て
お
り
、
墨
書
も
左
側
が
欠
損
し
て
い
る
。
上
端
は
斜
め
に

切
り
落
と
さ
れ
、
右
側
に
切
り
込
み
が
三
段
入
り
、
卒
塔
婆
の
よ
う
な
形
状
を

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
⑤
は
上
部
左
側
お
よ
び
下
部
は
欠
損
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
墨
書
の
有
無
が
確
認
で
き
な
い
、
付
札
型
木
製
品
が
溝
五
か
ら

出
上
し
て
い
る
。
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０
は
上
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
墨
書
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
文
字
数
、
内

容
共
に
判
別
で
き
て
い
な
い
。
①
の
上
部
は
欠
損
し
て
お
り
、
も
と
の
形
状
は

不
明
で
あ
る
が
、
左
右
と
も
に
狭
ら
れ
て
お
り
、
下
部
の
左
右
端
は
切
り
落
と

さ
れ
て
い
る
。
四
隅
を
切
り
落
と
し
た
板
状
の
も
の
の
可
能
性
も
あ
る
。
墨
書

は
三
行
認
め
ら
れ
、
左
の
行
の
上
は
記
号
だ
が
、
そ
の
下
は
判
読
で
き
て
い
な

い
。
⑥
の
下
端
部
は
ご
く

一
部
が
残
存
す
る
の
み
で
あ
る
ゃ
⑩
は
上
方
に
孔
が

穿
た
れ
て
い
る
。
⑪
は
文
字
の
右
側
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
火
偏
の
文
字
で
あ
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1998年出土の木簡

(1)(2)(12)80%
(6)65%
(8) (9)50ワち



る
。
上
方
左
側
に
は
木
釘
状
の
も
の

（破
損
し
て
い
る
）
が
二
本
打
ち
込
ま
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
の
表
裏
、
上
下
の
表
現
は
文
字
を
基
準
に
し
て
い
る
が
、
こ

の
板
は
曲
物
の

一
部
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
本
来
は
横
長
の
も
の
と
考
え
て

い
る
。
⑫
は
下
部
の
左
右
を
削
り
、
先
を
尖
ら
せ
て
い
る
。

以
上
の
六
点
が

一
九
九
七
年
度
調
査
で
出
土
し
て
い
る
が
、
発
掘
調
査
は
継

続
中
で
あ
る
。　
一
九
九
八
年
度
以
降
の
調
査
で
は
、
武
家
屋
敷
の
住
人
の
姓
が

墨
書
さ
れ
た
瀬
戸
皿
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
他
に
明
治
二
〇
年
前
後
の

遺
物
を
投
棄
し
た
土
坑
が
数
基
確
認
さ
れ
、
文
字
の
書
か
れ
た
木
製
品
も
十
数

点
出
土
し
、
年
月
日
、
地
名
、
人
名
な
ど
が
判
読
で
き
て
い
る
。

木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
福
井
市
郷
土
歴
史
博
物
館
の
足
立
尚
計
氏
に
協

力
を
賜
っ
た
。
ま
た
調
査
地

一
に
関
し
て
は
、
調
査
を
担
当
し
た
青
木
元
邦
氏

の
協
力
を
得
て
記
述
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（長
谷
川
健
こ

か
み

の

石
川
。神
野
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
神
野
町
西
地
内

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
五
月
１

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
久
保
有
希
子

。
新
出
敬
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
後
期
、
古
墳
時
代
前
期
、
古
代

（八
―
九
世
紀
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
金
沢
市
の
西
方
、
犀
川
西
岸
の
沖
積
平
野
に
位
置
す
る
。
基
本
的

に
古
代
の
遺
跡
で
あ
る
が
、
部
分
的
に
弥
生

・
古
墳
時
代
の
遺
構

。
遺
物
も
確

認
で
き
る
。
木
簡
が
出
土
し
た

遺
構
は
、
九
世
紀
中
頃
―
後
半

に
か
け
て
の
遺
物
が
出
土
す
る

幅
ニ
ー
三
ｍ
深
さ
平
均
○

・

八
ｍ
の
南
北
方
向
に
流
れ
る
溝

Ｓ
Ｄ
〇
三
で
あ
る
。
濤
の
方
向

周

が
南
北
の
方
位
に
乗
る
こ
と
か

金

ら
、
何
ら
か
の
区
画
の
意
味
を

持
つ
溝
の
可
能
性
も
想
定
で
き




